
舞
踊
家
で
あ
り
舞
踊
学
研

究
者
と
し
て
歩
ん
で
き
た
集

大
成
と
し
て
立
ち
上
げ
た
の

が
「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
。
こ
の
拠
点
を
軸
に
研

究
活
動
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
と
は
、
日
本
大

学
芸
術
学
部
の
「
Ｎ
Ｕ

Ａ

ｒ
ｔ
」
と
日
本
舞
踊
と
ア
ジ

ア
の
舞
踊
の
「
Ｎ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ

ｂ
ｕ

＆

Ａ
ｓ
ｉ
ａ
ｎ

ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
」の
頭
文
字
で
、

「
日
本
舞
踊
の
教
育
シ
ス
テ

ム
の
文
理
融
合
型
基
盤
研
究

並
び
に
ア
ジ
ア
の
伝
統
舞
踊

と
の
比
較
研
究
」
が
研
究
テ

ー
マ
。
主
と
し
て
日
本
舞
踊

の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
研

究
に
置
く
が
、
国
際
化
の
時

代
に
合
わ
せ
て
ア
ジ
ア
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。
２
０
０

５
年
度
の
文

部
科
学
省
オ

ー
プ
ン
・
リ

サ
ー
チ
・
セ

ン
タ
ー
整
備

事
業
の
選
定

を
受
け
、
最

終
年
度
に
入

っ
た
。
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
三
つ
の
大

き
な
目
的
か

ら
な
る
。

一
つ
目
は
、

モ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
プ
チ
ャ
装
置
を
用
い
て
、

日
本
舞
踊
の
基
本
的
な
動
作

の
指
導
に
Ｉ
Ｔ
を
取
り
入
れ
、

客
観
的
で
よ
り
明
確
な
教
習

を
目
指
し
て
い
る
。
モ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
と
は
、
人

間
の
動
き
を
３
次
元
で
デ
ジ

タ
ル
的
に
記
録
す
る
装
置
。

ス
ポ
ー
ツ
医
療
や
ア
ニ
メ
、

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
動
作
解

析
は
理
工
学
部
と
の
共
同
研

究
と
な
っ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
日
舞
を
指
導

す
る
教
育
機
関
で
の
意
識
調

査
を
行
い
、
日
舞
を
学
校
教

育
に
位
置
づ
け
る
こ
と
。
三

つ
目
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
伝

統
舞
踊
を
収
録
す
る
こ
と
で

ア
ジ
ア
地
域
へ
の
舞
踊
の
記

録
保
存
の
重
要
性
を
啓
発
し
、

同
時
に
日
本
と
ア
ジ
ア
の
伝

統
舞
踊
を
比
較
研
究
す
る
。

１５
歳
で
名
取
に

「
本
学
演
劇
学
科
に
は
全
国

的
に
ま
れ
な
日
舞
専
門
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
学
生
は
小

さ
い
頃
か
ら
厳
し
い
稽
古
を

受
け
我
慢
強
さ
が
あ
り
ま
す

が
、
日
舞
に
限
ら
ず
伝
統
芸

能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、

日
常
の
礼
儀
や
精
神
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
稽
古
場
で
の
一
対
一

の
指
導
法
で
な
く
、
Ｉ
Ｔ
を

用
い
た
技
能
チ
ェ
ッ
ク
で
、

よ
り
高
度
な
舞
踊
家
の
養
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
」

四
歳
か
ら
日
舞
を
習
い
始

め
、
十
五
歳
で
花
柳
流
の
名

取
に
。
舞
踊
家
へ
一
直
線
だ

っ
た
丸
茂
教
授
の
転
機
は
高

校
二
年
の
と
き
。
バ
レ
リ
ー

ナ
を
目
指
し
て
い
た
級
友
の

話
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。
「
怪

我
も
す
る
だ
ろ
う
し
、
条
件

が
整
わ
な
い
と
バ
レ
リ
ー
ナ

に
は
な
れ
な
い
。
で
も
、
私

は
一
生
バ
レ
エ
に
携
わ
り
た

い
の
で
、
大
学
で
理
論
も
学

ん
で
お
き
た
い
、
と
い
う
も

の
。
し
っ
か
り
し
た
考
え
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
」

研
究
者
の
道
へ

日
芸
受
験
の
個
人
面
接
票

に
目
標
は
「
実
演
家
と
研
究

者
」
と
書
い
て
い
る
。
舞
踊

家
は
い
て
も
「
研
究
者
」
は

珍
し
い
。
日
大
に
は
、
そ
ん

な
先
駆
け
で
も
あ
る
目
代
清

教
授（
故
人
）が
い
て
、
こ
の

恩
師
の
下
で
勉
強
し
た
。
卒

業
と
と
も
に
、
今
度
は
藤
間

流
の
藤
間
紋
寿
郎
師
の
内
弟

子
と
な
り
、
違
う
流
派
を
習

い
師
範
と
な
っ
た
。
腰
を
据

え
て
研
究
者
の
道
を
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
っ
た
。

「
日
舞
を
含
む
舞
踊
を
音
楽

と
同
じ
よ
う
に
、
学
校
教
育

に
取
り
込
む
の
は
こ
れ
か
ら

の
目
標
の
一
つ
で
す
。
日
舞

に
は
花
柳
、
藤
間
、
西
川
、

若
柳
、
坂
東
の
五
大
流
派
を

は
じ
め
百
十
以
上
あ
る
い
は

そ
の
何
倍
も
の
流
派
が
あ
り

ま
す
。
で
も
、
基
本
の
動
き

は
一
緒
で
す
か
ら
、
学
校
に

取
り
入
れ
て
も
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
舞
踊
は
形

に
残
ら
な
い
だ
け
に
理
論
化

す
る
難
し
さ
が
あ
り
、
そ
れ

を
体
系
化
し
た
い
で
す
ね
」

例
え
ば
日
舞
を
ど
う
表
記

す
る
か
。
「
Ｎ
ｉ
ｈ
ｏ
ｎ

Ｂ
ｕ
ｙ
ｏ
」
な
の
か
「
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ

Ｔ
ｒ
ａ
ｄ

ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

Ｄ
ａ
ｎ

ｃ
ｅ
」
な
の
か
。
昨
年
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
研
究
発
表
を
行

っ
た
。
「
Ｎ
Ｏ
Ｈ
（
能
）
や
Ｋ

Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ（
歌
舞
伎
）を
理

解
す
る
欧
米
人
が
多
く
な
っ

て
お
り
、
歌
舞
伎
を
ル
ー
ツ

と
す
る
日
舞
も
下
手
な
も
の

は
見
せ
ら
れ
ま
せ
ん
」

教
授
は
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア

の
舞
踊
を
テ
ー
マ
に
し
た
国

際
シ
ン
ポ
と
舞
踊
教
育
を
テ

ー
マ
に
し
た
日
韓
シ
ン
ポ
を

開
催
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の
マ

ハ
リ
の
舞
踊
な
ど
を
モ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
で
計
測
。

中
国
、台
湾
、カ
ン
ボ
ジ
ア
…

…
。ア
ジ
ア
で
の
研
究
対
象
は

年
と
と
も
に
広
が
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
軸
に

研
究
活
動

芸
・
丸
茂

美
惠
子（
祐
佳
）教
授

専
門
分
野
の
人
間
工
学
は
、

人
間
の
か
ら
だ（
医
学
）、
こ

こ
ろ（
心
理
学
）、
工
学
が
結

び
つ
い
た
複
合
的
学
問
で
あ

る
。

現
在
の
社
会
情
勢
で
は「
人

に
や
さ
し
い
人
間
工
学
的
視

点
か
ら
の
モ
ノ
づ
く
り
の
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
、
堀
江
教
授
は
話
す
。

こ
こ
で
い
う
「
モ
ノ
」
と
は

目
に
見
え
る
モ
ノ
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
人
の
要
求
す
る

使
い
や
す
さ
、
快
適
性
な
ど

も
含
ま
れ
る
。
つ
ま
り
「
安

全
で
安
心
な
社
会
を
つ
く
り
、

人
々
の
健
康
で
快
適
な
生
活

に
寄
与
す
る
」
こ
と
が
研
究

の
主
な
目
的
と
な
る
。

人
間
工
学
は
、
国
際
人
間

工
学
会
に
よ
り
、
①
身
体
的

人
間
工
学
②
認
知
的
人
間
工

学
③
組
織
的
人
間
工
学
の
３

つ
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
か

つ
て
は
身
体
的
人
間
工
学
が

主
体
だ
っ
た
が
、
科
学
技
術

や
社
会
環
境
の
変
容
に
よ
り
、

次
第
に
認
知
的
、
組
織
的
人

間
工
学
が
注
目
さ
れ
て
い
く
。

ち
な
み
に
、
教
授
は
認
知
的

人
間
工
学
が
専
門
。
「
色
彩

に
関
す
る
人
間
工
学
的
研
究
」

「
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
シ
ス
テ
ム
の

最
適
化
」
「
快
適
性
評
価
の

標
準
化
」
な
ど
の
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作

業
と
は
、
一
般
的
に
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
作
業
の

こ
と
。
機
器
、
机
、
椅
子
な

ど
の
物
理
的
環
境
整
備
か
ら
、

Ｖ
Ｄ
Ｔ
症
候
群
と
い
わ
れ
る

心
身
の
障
害
、
人
間
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
の
付
き
合
い
方

な
ど
研
究
の
対
象
は
幅
広
い
。

一
口
に
、
快
適
性
と
い
っ

て
も
、
そ
の
境
目
は
は
っ
き

り
し
な
い
。「
使
い
に
く
い
」

モ
ノ
は
一
目
瞭
然
だ
が
、「
使

い
や
す
い
」
モ
ノ
は
、
そ
の

尺
度
を
判
別
す
る
の
が
極
め

て
難
し
い
。
「
現
在
、
多
く

の
快
適
で
使
い
や
す
い
商
品

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
使
い
に
く
く
な
い
モ

ノ
を
開
発
し
て
い
る
に
過
ぎ

ま
せ
ん
」
と
話
す
。
快
適
と

は
何
か
。
そ
の
上
を
め
ざ
せ

ば
「
快
楽
」
に
ま
で
行
き
着

く
だ
ろ
う
。
「
そ
れ
は
危
険

な
こ
と
も
孕
ん
で
お
り
、
本

来
の
目
的
か
ら
も
外
れ
て
い

る
」
と
、
堀
江
教
授
は
示
唆

す
る
。

快
適
性
と
は
何
だ
ろ
う

で
は
、
快
適
の
境
目
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
。
例
え
ば
、

大
学
の
授
業
で
学
生
は
な
ぜ

硬
い
椅
子
に
座
っ
て
学
ぶ
の

だ
ろ
う
か
。
答
え
は
簡
潔
、

ふ
か
ふ
か
の
心
地
良
い
椅
子

だ
と
す
ぐ
に
眠
っ
て
し
ま
う

か
ら
だ
。
「
講
義
に
集
中
で

き
る
よ
う
、
わ
ざ
と
硬
い
木

の
椅
子
を
使
っ
て
い
る
の
で

す
」
と
い
う
。
か
く
も
人
間

は
環
境
に
甘
ん
じ
、状
況（
快

適
さ
）に
慣
れ
て
し
ま
う
動
物

な
の
だ
。

「
紙
に
描
い
た
線
を
両
方
の

ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
切
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
」
。
実
は
こ
の

ハ
サ
ミ
、
形
は
ま
っ
た
く
同

じ
だ
が
、
右
利
き
用
と
左
利

き
用
な
の
だ
。
実
際
に
切
っ

て
み
る
と
、
右
利
き
の
人
間

に
は
左
利
き
の
ハ
サ
ミ
は
ひ

ど
く
使
い
に
く
い
。
現
在
、

左
利
き
の
人
は
全
体
の
５
％

ぐ
ら
い
だ
と
い
う
。
「
彼
ら

は
今
経
験
さ
れ
た
使
い
に
く

さ
を
、
日
常
生
活
の
中
で
常

に
経
験
し
て
い
る
の
で
す
。

身
近
の
例
で
は
ス
イ
カ
や
パ

ス
モ
も
同
様
。
改
札
は
右
利

き
用
が
大
半
で
、
左
利
き
の

人
は
通
過
す
る
際
に
腕
を
交

差
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
ム
ー
ズ
に
通

過
で
き
な
い
の

で
、
流
れ
が
停

滞
し
て
し
ま
う

の
で
す
」

地
球
上
で
生

産
さ
れ
る
製
品

は
、
ほ
と
ん
ど

平
均
値
を
も
と

に
作
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
使

い
勝
手
の
い
い

人
も
い
れ
ば
、

そ
の
逆
も
い
る
。

「
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
が
自
由
に
使
い
こ

な
せ
る
モ
ノ
づ
く
り
が
本
来

の
あ
り
方
だ
ろ
う
」
と
教
授

は
語
り
、
「
高
齢
者
向
け
や

障
害
者
向
け
と
い
っ
た
視
点

も
重
要
に
な
る
」
と
付
け
加

え
た
。
こ
う
し
た
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ヒ
ッ
ト
商

品
に
温
水
洗
浄
便
座
が
あ
る
。

本
来
は
障
害
者
の
た
め
に
開

発
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
今
で

は
広
く
一
般
に
も
普
及
し
て

い
る
。
「
そ
の
へ
ん
を
正
確

に
評
価
し
、
基
準
を
明
確
化

し
て
い
く
こ
と
が
人
間
工
学

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
」
と

話
す
。

人
脈
づ
く
り
を
重
視

本
学
生
産
工
学
部
の
一
期

生
。
「
憧
れ
の
ク
ル
マ
が
運

転
で
き
る
」
と
い
う
理
由
が

人
間
工
学
に
関
わ
り
を
持
っ

た
動
機
。
学
生
へ
の
一
言
は

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気

良
く
、
柔
ら
か
な
頭
で
知
的

好
奇
心
を
常
に
持
つ
こ
と
」。

と
り
わ
け
日
大
生
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
く

評
価
し
、
「
究
極
の
財
産
で

あ
る
人
の
輪
を
広
げ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。

ゼ
ミ
生
と
の
コ
ン
パ
は
毎

月
１
回
行
わ
れ
、
誕
生
日
会

を
兼
ね
る
。
「
教
室
で
は
得

ら
れ
な
い
人
と
人
の
つ
な
が

り
は
、
集
団
行
動
の
糧
に
な

る
筈
で
す
」

モ
ノ
の
使
い
や
す
さ
に
関
す
る

人
間
工
学
的
研
究
生
産
工
・
堀
江

良
典
教
授

「右利きの人には左利きの人の使いに
くさが分からない」と話す堀江教授

国立韓国芸術綜合学校舞踊院でのサマースクール
（左端が丸茂教授。ソウル）

学
校
教
育
に
日
舞
の
導
入
を

日
舞
の
科
学
的
実
証
の
難
題
に
挑
む

人にやさしいモノづくり
快適さの基準を明確化

使いやすさの判断は難しい

APPAN（Asia‐Pacific Performing Arts Network）国
際フェスティバルで発表する丸茂教授（左から
3人目。インド・リシュケシュ）ゼミのモットーは「明るく、楽しく、元気良く」

丸
茂
美
惠
子（
ま
る
も
・

み
え
こ
）昭
和
５２
年
芸
術
学

部
演
劇
学
科
卒
。
東
京
国

立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部

調
査
員
を
経

て
、
本
学
非

常
勤
講
師
に
。
平
成
１９
年

教
授
。
博
士（
芸
術
学
）。

西
川
流
な
ど
２
流
派
の「
流

史
」
を
１
冊
３
〜
４
年
を

か
け
て
刊
行
。
著
書
・
論

文
多
数
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
古
典

芸
能
テ
レ
ビ
番
組
の
解
説

も
。祐
佳
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
。

舞
踊
学
会
理

事
、
文
化
庁

芸
術
祭（
舞
踊
部
門
）審
査

委
員
、
国
立
劇
場
舞
踊
公

演
専
門
委
員
な
ど
歴
任
。

東
京
都
出
身
。

堀
江
良
典（
ほ
り
え
・
よ

し
の
り
）昭
和
４４
年
生
産
工

学
部
管
理
工
学
科
卒
。
日

本
人
間
工
学
会
、
日
本
経

営
工
学
会
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン

・
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
学
会
、

人
類
働
態
学
会
な
ど
の
国

内
外
の
学
会
に
所
属
。
平

成
７
年
「
構
造
的
快
適
性

評
価
手
法
の
提
案
」
に
よ

り
日
本
人
間
工
学
会
大
島

賞
を
受
賞
。
主
な
著
書
に

「
人
間
工
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
（
朝
倉

書
店
）
「
健

康
を
つ
く
る
住
環
境
」（
井

上
書
院
）
な
ど
。
趣
味
は

ヨ
ッ
ト
で
、
理
工
系
ヨ
ッ

ト
部
顧
問
で
も
あ
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

プ
ロ
フ
ィ
ル

（3） 第18号日 本 大 学 広 報 特 別 版平成21年 6月1日


